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▽
夏
休
み
休
暇
中
の
発
行
は
、
今
週

号
(二
十
二
日
、
二
十
九
日
の
合
併

罵
)
で
お
わ
り
ま
す
.

▽
九
月
十
二
日
以
後
は
通
常
通
り
発

行
い
た
し
ま
す
。

、

構
改
派

の
動
揺
続
く

か

全
学
連
再
建
問
題
を
め
ぐ
つ
て

雛
勧.

,・o"

糟

●8●

を

　
ロ　ユ　

-
面
%

師

"

種 
「

1
`
㎡
・

㌔
.

"羅醸照羅鰯
1'罹 鳶

9

■.
49

●
璽

四
十
「年
度
秋
畢
の
行
動
方
針
を
決

定
す
る
た
め
の
第
二
三
回
京
都
府
学
連

大
会
は
、
現
在
申
央
執
行
委
員
会
が
開

け
な
い
た
め
、
九
月
末
頃
に
な
ら
な
い

と
開
催
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
府
学

連
内
の
主
流
を
占
め
る
京
大
・同
志
社

.立
命
の
各
中
央
執
行
委
員
が
夏
季
休

暇
中
と
いう
こ
とも
あ
り
、
連
絡
が
と

れ
ず
、ま
だ
今
大
回
に
対す
る
話
し
合

いが
行
な
われ
て
おら
ず
、
B
程
に
関

し
ても
討
議
事
項
に関
し
て
も
、何
ら

決
定
さ
れ
てい
な
い状
態
であ
り
、
今

後
の
な
り
ゆ
きが
注
目
さ
れ
て
いる
。

今
大
回
は
、
す
で
に
七
月
一八
日
の

地
方
学
連
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

十
月
始
め
の
第
一回
全
牽
連
再
建
準
備

全
国
大
会
を
ひ
か
え
て
の
大
会
で
あ
る

た
め
、
討
議
の
中
心
は
、
全
学
運
再
建

問
題
に
な
る
模
様
で
あ
る
が
、
立
命
を

中
心
と
す
る
フ
ロ
ン
ト
系
自
治
会
が
、

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
対

応
を
み
せ
る
か
が
大
い
に
注
目
さ
れ
よ

う
。
す
で
に
フ
ロ
ン
ト
系
自
治
会
は
、

灘
灘
灘
灘

街
頭
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
を
も
否
定
し
、
す

の
ヘゲ
モ
ニ
ー
の
下
に
行
な
わ
れ
る
今

へ
て
の
闘
争
を
大
衆
闘
争
の
段
階
に
お

度
の
全
学
連
再
建
に
は
加
わ
ら
な
い
こ

さ
え
つ
け
る
と
い
う
態
度
を
と
り
、
昨
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
フ
ロン
ト
系
目治
会
に
対

し
て
三
派
が
ど
う
い
った
態
度
に
で
る

か
も
庄
目
さ
れ
る
が
、
府
学
速
大
会
で

の
徹
底
的
な
討
議
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
大
会
は
、
こ
の
よ
う
な
全
学
連
再

建
問
題
の
他
に
も
、
大
き
な
問
題
を
か

か
え
て
い
る
。
安
保
以
後
、
一貫
し
た

指
導
方
針
の
下
に
、学
生
戦
線
最
後
の

冴
城
を
守
り
続
け
た
京
都
府学
連
で
は

あ
る
が、
そ
の主
流を
占
め
る
社学
同

を
始
め
と
す
る新
左
翼
各
派
の分
派
抗

争
は
、
そ
の
内
部
に根
深
く
残
っ
てお

り
、
そ
の
分
派
抗
争
の
あ
いま
を
抜
っ

て、
そ
の
「あ
ら
ゆ
る要
求
路線
」
で

も
っ
て、
マヌ
ーバ
ー的
に
、大
衆
に

浸
透
し
、
一定
の
伸
張
を
と
げ
、
昨
年

の
六
月
以
来
、
京
大
同
学
会
での
主
流

派
と
な
った
民
青
"
統
一派
は
、
昨
年

遂
に
、
第
二
府
学
連
を
結
成
し
、
京
都

の
学
生
運
動
に
大
き
な
根
を
お
ろ
し
始

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
統
一

派
の
伸
張
の
前
に
あ
って
、
新
左
翼
諸

派
は
、
有
効
な
反
撃
の
論
理
を
見
い
だ

し
得
ず
」
ま
さ
に
〃空
中
分
解
"の
寸

前
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
、
京
都
府
学
連
の
も
つ
意
味
は
き
わ

め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
正
し
い
情
勢
分
析
と
行
動

方
針
の
提
起
は
、
京
都
学
生
運
動
の
基

本
方
針
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

学
生
大
衆
と
の
遊
離
が
叫
ば
れ
る
今
日

の
学
生
運
動
に
あ
っ
て
、
学
生
大
衆
の

意
識
を
大
衆
闘
争
の
中
か
ら
反
体
制
へ

の
志向
へ
と
向
わ
せ
る
有
効
な
行
動
方

針
の提
起
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

原
潜
の
長期
滞
泊
が
す
で
に
公
然
た

る
扇笑
と
し
て
受
け
と
ら
れ
、
ベ
ト
ナ

ム
では
さ
ら
に
徹
底
し
た
北
爆
が
強
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
も
、

内
外
の
状
勢
は
、
濠
さ
に危
機
的状
況

な
の
であ
り
、
こう
し
た
状
況
を
反
映

し
た
形
で
の
闘
毎
が
次
々
と
組ま
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
闘
争
が
、
今
府
学

連
大
会
に
お
け
る
徹
底
し
た
討
議
に基

づ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
分
派
抗
争

が
く
り
か
え
さ
れ
、
ま
す
ま
す
危
機
的

状
況
が
深
ま
って
い
く
だ
け
で
あ
る
。

入

二
集

会
に

二
千

人

全
学
連
再
建
を
確
認

革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
全
国
委
員

会
主
催
の
「労
働
者
学
生
反
戦
集
会
」

「全
国
学
生
盾
勤
者
会
議
」
が
八
月
二

目
東
京
で
開
か
れ
、
秋
の
闘
争
を
基
礎

と
し
た
十
二
月
全
学
連
再
建
、
社
共
に

か
わ
る
労
働
者
政
党
建
設
が
滴
場
一致

で
確
認
さ
れ
た
。
ま
ず
十
一時
か
ら
は

全
国
の
マ
ル
同
中
核
派
二
百
人
を
集
め

出
足
早
、し

就
職
戦
線

各
学
部
と
も
求
人
数
増
加

昭
和
四
十
一年
度
の
既
職
戦

も々
い

よ
いよ
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
を
向
え
て

各
学
部
の
係
冨
な
ど
は
、
求
人
名
薄
作

成
に
忙
し
い
毎
日
の
よ
う
で
あ
る
が
、

今
年
度
の
就
職
状
況
は
、
昨
年
の
同
期

に
く
ら
べ
る
と
か
な
り
の
好
成
績
で
あ

り
、
出
足
が
各
学
部
と
も
早
い
の
が
目

だ
って
い
る
。
今
年
馨
腰

「脅
田
刈

り
」
と
俗
に
呼
ば
れ
る
現
象
を
め
ぐ
っ

て
、
法
学
部
・経
済
学
部
・農
学
部
な

ど
で
は
「求
入
先
名
薄
の
公
開
は
七
月

一日
か
ら
」
と
い
う
各
大
壕
霞
の
昨
し

合
りせ
を
守
った
が
、
こ
の
申
し合
わ

せ
は
、
各
学
部
の
自
由
意
志
で
行
な
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
他
の
学
部
で

は
六
月
中
に
は
求
人
先
名
薄
を
公
開
し

た
。
例
年
好
成
績
を
お
さ
め
る
工
・経

。法
な
ど
は
、
今
年
も
同
様
の
成
績
を

お
さ
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
そ
の
他
の

学
部
も
昨
年
の
成
績
を
上
回
る
模
様
で

あ
る
。
厚
生
課
係
員
の
話
に
よ
る
と
、
今
年

は
、
不
況
、
不
況
と
い
わ
れ
て
いた

が
、
京
大
の
就
職
戦
線
に
関
す
る
限り

は
、
あ
ま
り
そ
の
不
況
ム
ード
は
現実

的
な
も
の
と
は
な
っ
て
いな
い模
様
で

あ
る
。
求
人
数
も
昨
年
よ
り
は
増
加
し

てお
り
、
各
学
部
と
も
出
足
が
早
く

て
、
十
月
か
十
一月
の
第
一回
の
統
計

を
行
な
う
こ
ろ
に
は
か
な
り
の
就
職
決

定
者
が
で
て
、
最
終
的
に
は
、
今
年
も

ほ
ぼ
十
割
の
就
職
率
に
な
る
模
様
で
あ

る
。

て
、
法
政
大
学
に
お
い
て
、
「全
国
学

生
活
勤
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
委
員
長
の
秋
山
君
(横
国

大
)
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「都
掌
連

大
会
の
決
意
を
受
け
つ
ぎ
、
秋
の
闘
箏

の
上
に
た
った
十
二
月
全
学
連
再
建
の

決
意
を
固
め
る
と
ξ
も
に
、
我
々
ら
が

全
学
連
再
建
の
主
流
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
ほ
し
い
」
と
、
全
国
活
動
者
の

団
結
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
あ
と
、
九

大
、
広
島天
、
東天
な
ど
の
闘
亀
報
告

が
行
な
わ
れ
、自
治
会
選
挙
の
総
括
と

民
青
、
構
改
派
、
社
掌圃
批
判
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
あ
と秋
の闘
争
に対
す
る

酎
議
が
若
干
お
しな
わ
れ
、
デ
モ
で

「労
働
者
学
生
反
戦
集
会
」
の会
場
で

あ
る
九
段
会
館
へ向
った
。

六
時
か
ら
九
段
会
館
で行
な
わ
れ
た

反
戦
集
会
に
は
、
マル
同
中
核
派
、
マ

ル
青
労
同
、
べ
平
連
(ベ
ト
ナ
ム
に
平

和
を
市
民
文
化
団
体
連
合
)
反
戦
高
校

生
協
議
会
、
【股
都
民
な
ど
を
合
わ
せ

て
二
〇
〇
〇
人
が
結
集
し
た
。
各
団
体

か
ら
の
闘
争
報
告
の
あ
と
、
ア
メ
リ
カ

反
戦
還動
家
ハ
ワ
ー
ド
ジ
ン
氏
の
ア
ピ

ール
、
粛
京
都
学
速
、国
鉄
労働
者
か

ら
の
報
告
の
あ
と
、
革
共
同政
治局
員

の
岸
本
建

一氏
か
らの
基
調
報
告
が
あ

り
反
戦
集
会
を
終
え
た
。

蒲
池
、高
原
両
君
起
訴
さ
る

今
後
の
載
判
闘
争
が
大
き
な
問
題

先
に
、
七
月
六
日
の
ラ
ス
ク
阻
止
の

無
届
け
デ
モ
の
最
高
買
任
者
と
し
て
、

京
都
検
察
庁
に
よ
って
起
訴
さ
れ
た

京
大
二
位
に
終
る

七
大
載
・連
続優
勝
の
がす

去
る
七月
二
十
三
日
から
、
八
月
十

六日
ま
で行
な
われ
た
第
五
回
七
天
戦

の
結
果が
ま
と
ま
った
。
これ
によ
る

と
京大
は
、
廉
大
に
一位
を
譲
り
、
二

位
と
な
フた
。
な
お
、
三位
に
は
名
大

が
入
った
。

京
大
は
ハン
ド
ボ
ー
ル
、
サ
ソカ
ー

陸
上
、
軟
式
野
球
で
優
勝
、
軟
式
庭

球
で
二位
、
男
女
卓
球
、
女
子
軟
庭

柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ソ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
九
種
目
で
三
位
に
入

賞
し
た
が
、
総
倉
得
点
は
七
十
四
点

に
と
ど
ま
り
、
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
水
泳
、
馬
術
な
ど
九
種
目
に
優

勝
、
一五
八
点
を
得
た
東大
に
続
い

て
二位
にな
っ
た
.

京
大
は
、
ハ
ンド
ボ
ー
ル
な
ど
、
「

部
種
目
に強
味を
見
せ
て
い
るが
、

全
て
の
種
目
に地
力
を
持
つ東
大
に

は
お
よ
ぱ
亥

昨
年
から
の連
続
優

勝
は
でき
なか
った
.

薄
池
府
学
連
委
員
長
(同
さ

、
高
原

元
府
学
連
委
貝長
(京
大
)
の
二
人
は

同
大
学
友
会
な
ど
が
京
都
の
各
大
学
自

治
会
、
帰
省
し
た
学
生
に
カ
ン
パ
を
呼

び
か
け
て
郡
合
し
た
保
釈
金
で
高
原
君

は
二
十
七
日
、
蒲
池
君
は
二
十
八
日
そ

れ
ぞ
れ
釈
放
さ
れ
た
。
同
大
学
友
会
で

は
、
こ
の
こ
と
を
重
く
み
て
、
山
口
弁

護
士
と
の
連
絡
を
と
り
裁
削
に
備
え
て

い
る
。
今
回
の
裁
判
で
は
、
市
回
で
も

紛叫
し
た
、京
都
市
公
安
条
例
第
三
条

(公
衆
の
生
命
ま
たは
身
体
に
直
接
の

危
険
を
お
よ
ぽ
す
と
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
集
団
示
威
運
動
、
集
団
示
威
行動
の

取
り
締
り
)
の解
釈
と
憲
法
に
保
障
さ

れ
た
集
会
8
齢
の自
由を
め
ぐ
る
論
膿

が
そ
の中
心
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る。
これ
から
の
この
裁
判
闘
争
の
結

果
が
、学
生
厘
動
に
与
え
る
影
響
は
極

め
て
大
き
な
も
の
であ
る
と
いわ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

昇
任

教
養
教
授

松
本
泉
(教
養
助

教
授
)
教
養
教
授

木
方
洋
(教
獲
助

教
授
)
教
養
教
授

作
田
啓
一
(教
養

助
教
授
)
工
教
授

天
野
光
三
(工
助

教
授
)
工
教
授

佐
々
木
綱
(工
助
教

授
)
教
養
教
授

東
久
保
勝
彦
(教
獲

教
授
)
農
助
教
授

丸
仙
羨
昭
(北
大

農
助
手
)
医
助
教
授

森
和
未
(医
付

属
病
院
助
手
)
ウ
イ
研
助
教
授

浜
田

忠
弥
(ウ
イ
研
助
年
)
農
助
教
授

神

崎
康
一
(農
付
属
演
習
林
助
手
)
理
教

授

国
司
秀
明
(理
助
教
授
)
基
物
研

助
教
授

星
崎
憲
夫
(基
物
研
助
手
)

併
任

襲
助
教
授

重永
昌
二

山
田

一郎

斉
藤
達
夫

古
野
東
洲

和
田

(以
上
展
付
属
艘
場
助
教
授
)
齪
助
教

授

植
木
邦
和
(農
付
園
農
薬
研
助
教

授
)
農
付
属
演
習
林
助
教
授

堤
利
夫

(農
助
教
授
)
防
災
研
助
教
授

申
川

一郎
(理
助
教
授
)
防
災
研
助
教
授

高
樟
琢
馬
(工
助
教
授
)
防
災
研
助
教

授

和
田
卓
彦
(理
付
属
火
山
研
助
教

授
)
防
災
研
助
教
授

岡
野
健
之
助

(理
付
属
阿
武
山
地
震
槻
測
所
助
教

授
)
医
助
教
授

市
田
文
弘
(ウ
イ
研

助
教
授
)
防
災
研
付
属
桜
島
規
測
所
長

吉
川
圭
三
(桜
島
観
測
所
助
教
授
)

ウ
イ
研
付
属
ウ
イ
ル
ス
診
断
研
所
長

徳
田正
夫
(ウ
イ
研
助
教
授
)
理
付
属

天
文
台
長

宮
本
正太
郎
(天
文
台
教

授
)
結
核
研
付
属
病
院
長

内
腰
益
一

(結
核
研
教
授
)
評
議
員

大
野
英
二

7

ホ
之

き
嚢

声
が
「つ

く
づ
く
惜
し
」
と
い
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
あ
た
り
を
騒
が
す
頃
に
な
る
と
、

あ
ん
な
に
長
く
て
退
屈
だ
っ
た
夏
休
み

も
、
も
う
終
り
で
あ
る
。
海
に
山
に
バ

イ
ト
に、
そ
し
て
勉
強
に
、
と
に
か
く

使
っ
ても
、
使
っ
ても
、
使
い
きれ
な

い
く
ら
いの
長
い
ニケ
月
でし
た
.
▼

さ
て
夏
休
み
が
終
れば
次は
二学
期
で

あ
る
。
夏
休
み
の次
に
二学
期
が
来
る

と
い
う
ζ
とは
、
カ
ラ
ス
が
黒
いと
い

う
の
と
同
様
に
ご
く
当
然
な
ん
だ
が
、

そ
の
当
然
と
い
う
ぬ
る
ま
湯
的
状
況
に

漫
り
き
って
い
る
僕
達
は
「夏
休
み
の

次
は
二
掌
期
、
そ
の
う
ち
冬
休
み
が
来

て
、
も
う
少
し
す
れ
は
、
審
休
み
に
な

●る
。
ア
ソ
タ
リ
マ
エ
ノ
コ
ト
サ
」
と
片

付
け
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
ま
る
で

何
事も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

▼
「

当然
」
と
い
う
書
葉
は
一っ
の
流
れ
の

自
然
な
状
態
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も

のだ
か
ら
、
それ
を
論
理
と
し
て
誕
め

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
が、
そ
の
当

然
な
流
れ
の中
に
し
ば
し
ば
隙
害物
が

現
わ
れ
る
現
笑
を
考
え
る
と
き
、
そ
の

「当
然
」
に
僕
達
の
す
べ
てを
ま
か
せ

て
レ
琴
つこ
と
ほ
、
は
な
は
だ
危
険
な

こ
と
だ
と
宮
わ
ね
は
な
る
ま
い
。
▼
こ

の
や
っか
い
な
「当
然
」
と
い
う
こ
と

を
「何
と
か
な
る
さ
」
と
い
う
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
主
義
に
置
き
換
え
て
、
安
心

す
る
前
に
、
そ
ろ
そ
ろ
気
持
の
上
で
の

衣
更
え
を
考
え
ご
も
い
い
頃
で
は
な
か

ろう
ハ
。

「こ
れ
で
も
か
」

と
聯
さ
を
絞
り
出

す
よ
う
に
騰
い
て

い
た
ア
ゾ
ラ
ゼ
ミ

に
薔
っ
て
、
ヒ
グ

フ
シ
の
「ツ
ク
ツ

好
評
発
売
中

(畜
薯
肇
お
求雫
さ
い)

に
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全
学
連
問
題
を
再
検
討
す
る
に
あ
た

って
、
安
保
闘
争
で
帽定
の
力
を
果
し

褐
た
全
学
連
が
、
現
在
の
よ
う
な
四
分

五
裂
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
の

課
程
を遁
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
戦
後
の掌
園
民
主
化
闘
争
、
そ

し
て
反
レ
ソド
パ
ージ
闘
争
等
の
一定

の
昂
揚
の中
から
掌
生
運
勤
の
全国
統

一機
関
と
し
て誕
生
し
、
日
本
の革
新

勢
力
の中
で最
も
ラ
ジ
カ
ルな
運
勤
雀

展
開
し得
た
全学
連
が
、
一
つの
ピ
ー

ク
に
達
し
、そ
れ
以
後
は
転
落
の
一途

を
たど
った
の
は
、
一九
六
〇
年
の
安

保
闘
争
の時
であ
った
。
す
で
に
、
安

保
闘
争
の最
中
に
、
日
共
中
央
の
指
令

によ
って
、
反
主
流
派
(現
民
青
派
)

が
脱
退
し
、
学
生
還
動
は
二
つ
に
分
裂

さ
せ
ら
れ
る
事
態
が
起
って
い
た
が
、

安
保
闘
争
の
終
結
後
は
、
そ
の
評
価
と

位
置
付
け
を
め
ぐ
って
の
各
セ
ク
ト
の

懸
見の
対
立
が
起
り
、
当
時
の
全
學
連

主
流
派
(現
在
反
代
々
木
系
踏
派
)
は

分
製
に
分
裂
を
置
ね
、
つ
い
に
か
つ
て

の
安
保
全
学
連
は
、
輩
マ
ル
派
だ
け
が

参
加
∫
る
革
マ
ル
派
「全
攣
連
」
と
な

り
、
全
国
学
生
運
動
の
カ
ナ
メ
と
な
る

べき
「大
衆
基
盤
に
さ
さ
え
ら
れ
た
全

学
連
」
な
る
も
の
は
全
く
崩
壊
し
て
し

ま
った
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
革
マ

ル
派
を
の
ぞ
く
各
セ
ク
ト
の
間
で
は
、

何
展
も
全
学
連
再
建
が
叫
ば
れ
て
き
た

が
、
反
代
々
木
系
諸
派
の
問
で
は
、
憲

見
の
胴
整
が
と
れ
ず
、
何
度
も
流
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
代
々
木

系
賭派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
;
獲
得
の
争
い
の

あ
い
ま
を
ぬ
っ
て
、民
青
は
、
そ
の
組

織
的効
果
を
優
先
さ
せ
る
路
線
の
浸
透

に
よ
っ
て
伸
張
を
続け
、
そ
し
て
三
九

年
十
二
月
には
、民
青
系
目治
会
だ
け

で
再
建
大
会
を行
な
い、
箆
マ
ル
派
「

全學
連
」
の
他
にも
う
「
つ
の新
し
い

'

民
青
系
「全孚
連
」
を
誕
生
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
ζ
う
し
て
再
び
、
掌
生
還
動

の
分
裂
は
ま
す
ま
す
固
定
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
レ
た
状
況
の

中
で
、
安
保
以
後
も
四
分
五
裂
の
戦
線

内
の
苦悩
を
克
服
し
て
、
全
繭
学
生
運

動
の中
心
とな
っ
て
き
た
京
都
府孕
連

ノ
を
中
心
と
す
る
反
代
々
木
系
諮
派
の
闇

では
再
び
全学
連
再
建
が
志
向さ
れ
て

い
る
の
であ
るが
、
果
し
てそ
の成
果

が
実
る
かが
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い

る。こ
の七
月
一四
日か
ら
一七
日
に
か

け
て戻
京
で開
か
れ
た
三
つの
大
会
は

現
在
の
学
生
戦
線
内
部
に
お
け
る
分
裂

の
深
さ
を
いみ
じ
く
も
表
象
し
て
い
る

も
の
で
あ
った
。
民
膏
系
「全
学
連
」

は
安
保
以
後
、
あ
ら
ゆ
る
要
求
路
線
に

よ
って
学
生
大
衆
への
輯定
の
浸
透
を

得
、
そ
の
物
理
的
量
を
持
っ
て、
金
闘

学
生
運
動
の
ヘゲ
モ
ニー
を
握
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
す
べ
て
の
闘

蟻
を
反
米
民
族
闘
毎
に
代
置
し
へ
街

頭
闘
争
の
全
国
組
繊
化
を
な
し
褐
ず
、

学
内
紛
争
に
は
学
館
の
営
理
運
営
櫃
闘

争
の
よ
う
な
政
治
的
レ
ベ
ル
を
持
ち
込

ま
ず
、
授
業
料
値
上
げ
を
主
と
し
た
学

園
闘
争
を
お
し
す
す
め
る
と
い
う
方
針

か
ら
、
阜
稲
田
闘
争
に
お
い
て
も
、
日

湘
見
的
態
度
を
と
り
、
学
生
戦
線
の
分

裂
を
招
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
統
一

指
導
部
と
し
て
機
能
し
褐
な
い
だ
ろ

う
。
そ
し
て
ま
た
、
自
派
以
外
の
諮
派

に
対
す
る
排
外
主
義
は
、
昨
年
の
全
学

連
大
会
に
お
け
る
反
代
々
木
系
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
の
強
行
退
場
と
い
う
形
で
衰
わ

れ
、
批
判
の
場
の
な
い
不
思
議
な
「全

学
連
」
を
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
排
外
主
義
が
も
ち
込
ま
れ
、
そ

れ
が
正
当
と
さ
れ
る
よ
う
な
「全
学
連
」

は
、決
し
て
、わ
れ
わ
れ
の
利
益
を

代
褒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。

あ
る
.
つ
ま
り
、
昨
年
来
の
日
共
主
流

派
の
自
主
独
立
路
線
が
、
国
際
共
産
主

義
選
動
の
中
で
、
大
き
な
問
肝
と
な
っ

て
く
る
に
し
た
が
い
、
「全
学
連
」
内

部
にも
、
こ
の
路線
に対
す
る
齢
議
が

わ
き
起
っ
た
こ
と
であ
る。
そ
し
て
、

今
度の
大
会
では
こ
の
自
主
独
立
路
線

に反
対
の
立
場
を
と
る
一派
が
「全
学

連
」
主
流
を
占
め
る
と
いう
状
態
に
な

った
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
日
共
内
部
の

中
共
派
回
志
田
派
と
岡
様
の
考
え
で
党

中
昊
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
齢

拠
と
し
て
は
、
「中
共
は
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
正
統
で
あ
り
、
日
共

中
央
の
自
主
独
立
路
線
は
そ
の
中
共
か

ら
離
れ
、
現
代
修
正
主
義
の
ソ
連
に
近

ず
く
も
の
で
あ
る
」
な
ど
が
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
「全
学
連
」
主
流
派

分
裂
を
招
き
か
ね
な
い
様
相
を
程
し
て

い
る
。
今
回
の
「全
学
連
」
執
行
部
が

秋
か
ら
の
掌
生
遮
勤
に
対
し
て
ど
う
い

っ
た
対
応
を
み
せ
る
か
も天
い
に
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろう
.

ま
た
革
マ
ル
派
「全
学
連
」
内
部
に

も
大
き
な
問
題
は
存
在す
る
。安
保
斗

争
を
敗
北
で
ある
と位
置
ずけ
、そ
の

敗
北
は
前
衛
不
在
の
故
で
ある
とし
、

反
帝
反
ス
タ
路
線
を
強
硬
に
お
し
進
め

る
課
程
に
お
い
て
、
民
膏
と
反
代

木々

系
三
派
の
打
倒
を
目
ざ
し
、
自
己
が
翼

の
前
衛
た
ら
ん
と
こ
と
を
そ
の
行
動
原

理
に
お
い
て
い
る
が
、
自
己
以
外
の
思

想
を
ず
べ
て
否
定
す
る
と
い
う
セ
ク
ト

主
義
は
、
早
稲
田
闘
争
に
お
い
て
も
、

最
後
ま
で
本
部
占
拠
・入
試
ボ
イ
コ
ソ

ト
を
主
張
し
、
こ
の
派
と
一般
学
生
と

統

一
指
導
部
の
結
成
を

秋
期
闘
争
の
昂
揚
の
中
で

へ
だ
が
、
こ
の民
膏系
「全
掌遮
」
の

中
にも
大
き
な
間
題
点
が内
在し
、再

び分
裂
の
危険
を
は
ら
み
、そ
の
屋
台

骨
が
大
き
く
揺
す
ぶ
ら
れ
て
いる
の
で

騨●}

≡
…

に対
し
て
、す
でに
中
共
派
日
共
覚
員

の覚
員
権
剥
奪
を
指
令
し
た
日
共
中
央

が
ど
う
い
った
態
展
に
でる
か
が
注
目

さ
れ
、
そ
の出
方
に
よ
って
は
、
再
び

:

の
遊
礁
を
一層
深
め
た
こ
とほ
、
こ
れ

から
の遷
動
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

大
き
な
障
轡
とな
っ
て
く
るだ
ろう
.

そ
の
物
理
的
量
の不
足
(わ
ず
か
四
六

大
学
し
か
「全
学
連
」
大
会
に
参
加
し

て
い
な
い
)
と
ど
も
に
、
こ
う
し
た
セ

ク
ト
主
義
を
露
わ
に
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
の
「全
学
連
」
は
わ
れ
わ
れ
の
統
「

指
導
部
と
し
て
の
機
能
を
果
し
得
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
安
保
以
後
、

首
都
にお
い
て
は
一貫
し
て轍
践
的
な

反
帝還
動
を
押
し
薩
め
て
い
る
乙
と
は

お
お
い
に
評
価
さ
れな
けれ
はな
ら
な

い
であ
ろ
う
.

最
後
に
、
反
代

木々
系
三派
(社
学

同
・社
膏
筒
・
マル
学
同
中
核
派
)
に

よ
って
開
か
れ
た
都
学
連
大
会
に表
わ

れ
た
、
全
学
連
再
建
問
題
に
つ
いて
み

て
み
る
と
、
京
都
府
学
連
も
参
加
し
た

こ
の
大
会
で
は
、
十
二
月
ま
で
に
全
学

連
再
建
を
果
す
ため
に
、
十
月
一
。二

日
に
全
掌
連
再
建
準
備
会
の
結
成
大
会

を
開
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
こ
に
も
大
き
な
問
題
点
が

い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
三
派
の
う

ち
十
二
月
再
建
を
提
唱
し
て
い
る
の
は

都
学
連
・京
郡
府
学
遮
の
主
流
を
占
め

る
社
雌商
マ
ル
同
中
核
派
だ
け
で
あ
り

、
社
胃
周
系
は
、
民
胃
の
一定
の
進
出

と
い
う
現
状
の
下
で
の
再
建
は
不
可
能

齪鼎
砒礁
齢縮
駅竃
墾

京
都
府
学
連
内
部
の
フ
ロ
ン
ト
系
目
治

会
の
動
揺
も
あ
り
、
十
二
月
全
学
達
へ

の
臭
通
し
は
決
し
て
明
る
く
な
い
と
い

え
よ
う
.

三
つ
の
大
会
に
表
われ
た
そ
の
間
題

点
をま
とめ
て
み
る
な
ら
ば
、
現
在
の

帝
国
主
義
の
教
責
反
動
を
ま
要冠
理
と

す
る
反
動
攻
曝
に
対
し
て
、
に
そ
の

攻
撃を
く
い
止
め
、
帝
国
主
鶉
に
対

し
て斬
り
込
む
突
破
口を
み
つ
け
る
た

め
には
、
真
の意
味
で
の
全
国
学
生
運

動
の
統
一指
導
部
と
し
て
の
全学
連
の

確
立
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い。
ま
さ
に

現
時
点
の
学
生
戦
線
の
任
務
は
、
戦
線

の
統
一化
な
の
で
あ
る
。
し
かし
な
が

ら
現
存
す
る
二
つの
「全
学
連
」は
各

々
の
セ
ク
ト
主
義
"
排
外
主
義
の押
し

つ
け
に
よ
って
、
統
一指
導
部
とし
て

の
任
務
を
果
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か

な
の
で
あ
る
。
故
に
現
在
我
々
に礫
せ

ら
れ
た
仔
務
は
、
過
去
何
度
か
流
産
の

う
き
め
に
あ
った
反
帝
・釜
畢連
の
結
成

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し

た
反
帝
全
孕
連
が
、
安
傑
当
時
の
全
学

達
と
は
か
な
り
の
相
遮
を
持
って
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な

い
。
安傑
型
全
掌
遮
の
よ
う
な
単
一セ

ク
ト
に
よ
る
指
導
で
は
な
く
、
さ
ヨ
ざ

ま
な
潮
流
を
含
め
た
統
「戦
線
的
な
連

合
体
と
し
て
全
国
の
掌
生
運
動
の
指
導

に
あ
た
る
と
い
う
の
が
そ
の
イ
マ
ー
ジ

ュで
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
反
帝
か
ら
構

造
改
良
ま
で
す
へて
の
セ
ク
下
聞
の
理

論
闘
軸
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
って
、

な
お
一層
、
闘
争
の
強
化
を
招
く
よ
う

な
万
向
性
を
も
と
め
な
け
れ
ぱ
カち
な

い
。
理
論
闘
争
の
場
と
相
互
批
判
の
燭

が
設
け
ら
れ
た
「反
帝
全
掌
溝
」
で
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た反
帝
全
学
連
へ
の
志
向
が

反
代
々
木
系
三
派
の
中
に
み
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
こ
こ
で
も
安
保

以
後
の分
裂
・抗
射
と
い
う
事実
の
総

括
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

民
胃
の
一定
の伸
張
と
い
う
事
昊
に
対

し
て
い
か
な
る
姿
勢
を
し
め
し
、
全
国

統
一化
へ
の
志
向
を
い
か
に
育
て
る
か

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
何
の
員
体
的
イ

マ
ージ
ュは
提
唱
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
こう
し
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
ず
必ノ
つn
る

,

同
労
働
警
員
会
縦
録

(四
十
一年
三

あ
り
な
が
ら
両
者
の
対
話
は
ど
こ
之
な

月
)
の
資
料
並
び
に
昨
年
十
一月
に
行

く
ち
ぐ
は
ぐ
で
も
あ
り
、
ま
た
相
互
に

げ

な
わ
れ
た東
大
病
院
にお
け
る
〃艇
給

反
挽
さ
せ
る
何
も
の
か
を
意
識
し
て
し

医
の
笑
態
"
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ま
う
.
そ
こ
に
は
現
に
生
活
す
る
兆
本

の
集
醗
を
基
礎
と
し
て
再
然
さ
せ
た
.

人
た
る
無
給
医
の
意
志
が
充
分
反
影
さ

そ
も
そ
も
無
給
医
が今
日
ま
で
大
量

れ
て
い
る
と
は
隈
ら
な
い
。

に大
掌
病院
に
、
悪
く
爵
え
ぱ
放
鍛
さ

京
大
鋳
院
の
場
合
、
無
給
医
と
し
て

せ
られ
た
と
も
菖
え
る
のは
政
府
文
耶

在
溜
し
て
い
る
も
の
は
八
百
三
十
六
人

省
、摩
生
省
の医
教
竃並
び
に医
療
行

そ
の内
分
け
は
院
生
二
薔
十
二
人
、
副

政
上
に何
か鴛
大
な
欠
陥
が
あ
っ
た
か

手
六
百
二
十
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
ア

生
活
す
る
た
め
に
。
で
は
彼
ら
は
如
何

に
生
活
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
例
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
全
体
の
六
五

%
の
人
が
四
～
六
万
の
収
入
が
あ
る
。

(楓
し
未
婚
者
は
約
一万
ぐ
ら
い
少
な

目
)
中
に
は
十
万
以
上
の
人
も
い
る
。

そ
の
内
わ
け
は
奨
学
会
(大
部
分
一5

一
・五
万
)
を
も
ら
って
い
る
人
一七

・五
%
、
仕
送
り
な
し
の
人
六
八
・九

%
、
既
婚
者
の
う
ち
配
偶
者
の
賢
入
の

内
の
維
用
四
五
・七
%
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
無
給
医
に
対
し
て
の
か
な
り
の
摘

神
的
-
肉
体
的
圧
追
が
。
こ
の
こ
識
る

と
は
更
に
「次
の
こ
と
を
麟
じ
る
か
」

の
項
で
「時
間
の
不
足
」
六
三
・九
%

「心
身
の
疲
労
」
六
〇
・九
%
「意
欲

の
喪
失
」
二
七
%
で
一層
明
確
と
な
る

し
か
し
な
が
ら
「も
う
少
し
時
間
が
あ

れ
ば
何
に
使
う
か
」
の
項
で
は
、
「研

究
」
と
答
え
た
も
の
が
一番
多
く
、
以

下
「臨
床
修
練
」
「休
息
」
「趣
味
」

コ

「娯
楽
」
と
続
く
よ
う
に
無
給
医
の
意

欲
と
い
っ
た
も
の
が
う
か
が
え
る
。
支

出
の
方
は
収
入
と
大
体
同じ
傾
向
が
指

捕
され
て
い
る。
生
活
費
以
外
で
主
な

支
出
は
「書
籍
費
」
五
千
円
ま
で
が
八

〇
・六
%
「研
究
費
」
五千
円な
どが

六
七
。七
%
一万
ま
でが
九
〇
・
六
%

「趣
味
、
娯
楽
、
交
際
費
」
五千
～
一

万
が
多
数
と
な
っ
て
いる
。
以
上
無
給

医
の
生
活
実
態
を
ア
ン
ケ
ート
を
外
用

し
て
見
て
み
た
,
も
ち
ろ
ん
有
無
を
宮

わ
ず
必
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
無
給
医
の
う
ち
で
「生
活
が
苫
し

い
」
と
答
え
た
人
が
全
体
の
四
〇
・五

%
「慧

」
と
答
え
た
人
が
三
・O
%

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
.
こ
れ
は
現

反
帝
全
学
連
を
にな
うも
の
は
、
日
々

の
大
衆
闘
争
の
中
で
一貫
し
て自
己
の

思
想
で
学
生
大
衆
を
導
き
、
自
己
の
大

衆
と
の
位
澱
関
係
を
立
体
的
に
把
握
で

き
得
る
も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

現
在
の
自
己
と
爵
己
を
と
り
琴
阜

生

大
衆
と
そ
の
状
況
を
立
体
的
に
把
握

し
-
学
生
大
衆
の
反
戦
・平
和
の
思
想

を
現
状
の
否
定
に
よ
る
反
体
制
へ
の
思

想
へ
と
高
め
て
い
く
努
力
を
怠
ら
な
い

も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て

自
己
の
主
体
的
欠
陥
を
正
し
く
認
識
し

得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
京
に
お
け
る
こ
の
都
学
連
大
会
の

中
に
表
わ
れ
た
全
学
連
再
建
へ
の
志
向

は
、
こ
れ
か
ら
九
月
以
後
の
掌
生
遅
助

の
展
開
の
中
で
し
か
、
そ
の
寓
価
を
問

う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
の
混
迷

と
停
滞
の
悪
状
況
の
中
で
学
生
還
動
の

全
国
的
基
盤
の
再
生
を
も
た
ら
す
も
の

は
こ
の
反
帝
全
学
連
の
再
建
で
あ
り
、

秋
の
学
生還
動
は
こ
う
レ
兆
方
向
性
で

位
置
す
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.
(M
)
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医
局
問
題
そ
の
ー
に
引
き
続
き
総
体

的
に
と
欝
え
ば
聞
え
は
い
い
が
、
前
回

で
の
不
充
分
な
点
並
び
に
問
題
点
を
広

く
続
者
に
提
出
す
る
意
味
で
一層
核
心

に
せ
ま
る
へ
く
、
同
時
に
前
回
の
欠
陥

需

完
笈
萎
ノ
響
℃
、
馨
理
し

 た
.今
回も
同様
医
局
問
題
を
提
起
し
た

が
こ
こ
で
それ
セ
第
五
十
一国
会
衆
議

院
予
算
委
員
会
第
一分
科
会
議
録
及
び

有
効
性
な
い
医
療
行
政

十
年
選
手
も
い
る
無
給
医
局
員

ら
だ
と
指
摘
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ

が
何
な
の
か
、
国
会
の
各
再
門
委
員
会

で
政
府
与
党
と
野
党
の
対
立
す
べ
き
も

の
な
の
か
。
会
議
録
に
も
見
ら
れ
る
様

に
、
双
方
共
こ
の
憂
う
へ
き
現
状
は
一

応
否
定
し
て
い
る
。
し
か
レ
な
が
ら
大

学
病
院
と
い
う
不
可
怪
な
現
突
に
依
存

し
た
改
毯
を
叫
ぷ
政
府
与
覚
と
、
も
っ

と
根
本
的
な
改
曹
、
晋
う
な
れ
ば
改
革

の
必
要
を
主
張
す
る
野
覚
の
間
に
は
、

医
療
、
医
教
胃
と
い
う
共通
の
基
盤
が

ン
ケ
;ト
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
無
給

は
不
合
理
で
あ
り
改
善
す
へき
だ
と
し

て
い
る
人
は
全
体
の
八
四
・九
%
に
も

達
し
、
無
給
制
度
の
改
酋
の
方
法
と
し

て
無
給
医
が
団
結
し
運
動
す
べ
き
だ
と

し
て
い
る
人
が
八
五
・八
%
に
も
及
ぷ

の
は
、
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
が
現
笑
な
の
だ
か
ら
と
か
く
こ
の

世
は
侭
な
ら
な
い
.
と
に
か
く
も
無
給

医
躍
身
そ
れ
相
当
の
賃
金
な
り
報
酬
を

亨
受
ず
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
。
勿
論

あ
る
人
が
二
〇
%
強、
ネ
ー
ベ
ンア
ル

バ
イ
ト
(内
職
)
を
し
て
いる
人
八
五

・六
%
で
そ
の
収
入
は
三
～六
万
が
ピ

ー
ク
と
な
っ
て
いる
。
多
く
の
人
は
こ

の
内
職
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
訳
で

あ
る
。
そ
の
時
間
も
週
に
二
十
四
時
聞

以
上
が
最
も
多
く
、
以
下
+
五
ー
十
八

時
間
隅
二
十
[ー
二
十
四
時
間
、
六
-

十
五
時
間
と
な
って
お
り
、
「何
に
無

駄
な
壁
間
が
費
や
さ
れ
る
か
」
の
項
で

.不
1
ベ
ン
ア
ル
ぼ

六
六
%
、
医
局

〉
代
日
本
経
済
社
会
で
の
、
例
え
ば
商
業

新
聞
な
ど
の
世
諭
調
査
で
の
生
活
水

準
でも
見
ら
れ
る
よ
う
な
最
大
公
約
数

的
な
も
の
であ
る
こ
と
に
気
づ
く

そ

れ
故
「般
大
衆
は
物
価
高
、生
活
難
を

訴
え
る
.
彼
ら
も
同
じよ
う
な
一般人

で
あ
る
が
故
に
無
給
医も
ま
た
生
活
苦

を
訴
え
続
け
る
。
これ
に対
し
て、
所

以
、
政
府
i
被
告
は
原
告
の
告
訴
か
ら

何
と
か
護
身
し
無
距
を
勝
ち
取
る
べく

あ
る
時
は
偽
蒼
家
ぷ
り
、
ま
た
あ
る
時

は
エ
セ
ヒ
ュー
マニ
ス
ト
と
し
て
装
い

の ぞ む 京 大 病 院
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巧
み
に
戴
判
の
主
導
捉
を
握
ろ
う
と
奔

走
ず
る
。
こ
れ
を
打
破
す
る
に
は
、
事

実
を
事
冥
と
し
て
で
な
く
、
事
墓
関
係

を
論
理
的
に
把
擢
し
て
追
求
す
る
必
翼

があ
る
。
と同
時
に
プ
ラ
ス
」と
し
て

の
団結
な
り
統
[な
り
が
強
く
嬰
請
さ

れ
る
。
次
じ蕪
給
医
の
選
局
内で
の冥
態
に

ス
ポ
ソト
を
当
て
て
見
る
と
、現
在
京

大
病
院
で
は
[八
の
講
座
が
殺
け
ら
れ

て
お
り
、
各
謂
座
に
無
給
医
は
研
究
や

修
練
、
診
療
の
目
的
で
入
周
し
て
い
る

中
でも
多
く
入
る
の
が内
科
1
、
五
、

斑
でそ
れ
ぞ
れ
一〇
七
、
一
一〇
、
七

五
人
で次
に
外
科
皿の
七
三人
、
精
神

科
六
二人
、
結
研
(績
該
研
究
所
)
六

〇
人
な
ど
で
そ
の
他
ロ
腔
外
科
四
八
、

整
形
四
二、
小
児
科
三八
、
産
婦
科
三

六
、
脳
外
科
三五
㍉
皮
膚
科
三
一、
外

科
1
、
耳
鼻
科
、
麻
酔
、盟
科
、
泌
尿

科
、
放
射
線
と
な
って
いる
。
無
給
医

を
年
令
的
に
見
る
と
三〇
歳
を
ピ
ー
ク

に
二
七
～
三
二
識
が
多
鮫
を
占
め
、
入

局
後
の
年
限
は
一年
が
最
も
多
く
、
五

年
ま
で
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が申
に

は十
年
選
手
も
い
る
。
年
齢
を
見
れ
ば

識
る
様
に
多
く
の
無
給
医
は
目
本
の
胃

年
男
子
の
平
均
結
婚
年
齢
を
上
回
っ
て

い
る
関
係
上
、
五
八
・七
%
が
既
婚
看

で
あ
る
。

ま
た
前
回
で
も
触
れ
た
よ
う
に
入
局

し
た
目
的
が
「臨
床
修
練
(回
診
、
討

議
会
、
症
例
検
討
会
、
雑
砧
会
、
軸
読

会
、
臨
床
に
関
す
る
講
議
)
の
た
め
」

六
七
・四
%
「臨
床
医
掌
研
究
の
た

め
」
五
二
・六
%
「掌
位
を
得
る
ため

」
四
五
・二
%
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
.
そ
の
砲
敦
授
回
診
で

充
分
討
議
さ
れ
て
い
な
い
、
回
診
自
体

が
余
り
有
益
と
は
思
わ
な
い
、
外
来
診

療
が
ほ
と
ん
ど
無
淑
味
で
時
聞
の
浪
費

で
あ
る
と
答
え
た
人
は
半
数
以
上
に
上

る
。
ま
た
そ
の
結
果
臨
床
修
練
が
充
分

な
さ
れ
て
い
な
い
と
答
え
る
人
が
七
八

・五
%
に
も
上
る
こ
と
は
前
回
で
指
摘

し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
そ

の
理
由
と
し
て
「ス
タ
ソ
フ
の
不
足
、

雑
用
」
「無
給
医
の
生
活
雑
用
」
を
上

げ
て
い
る
。
ま
た
「入
院
患
者
が
充
分

な
医
療
を
受
け
て
い
る
か
」
「手
術
が

充
分
か
」
の
問
い
に
対
し
て
も
「い
い

え
」
と
答え
る
ん
が
半
数
近
く
い
る
の

は
愚
者は
も
ち
ろん
、無
給
医
自
身
に

と
っ
て
も
、あ
る
い
は
日
本
の
医
療
に

と
っ
ても
き
わ
め
て翼
大
な
問
題
で
あ

る
。以
上
で
無
給
医
の
笑
態
が
かな
り
員

体
化
ざ
れ
た
わ
け
だ
が
、
文
部
厚
生
両

省
の
麗
識
不
足
、
と
り
わ
け
文
部
省
の

責
任
は
大
き
い
が
両
省
が
相
互
に
依
存

し
合
って
何
か
ら
効
果
的
解
決
を
見
な

い
の
は
残
念
と
い
う
他
な
い
。
ま
た
、

良
か
れ
懲
か
れ
慣
例
を
踏
襲
し
よ
う
と

す
る
態
度
が
大
き
く
災
い
し
て
、
有
給

定
員
増
、
副
手
手
当
の
獲
得
が
少
し
も

妃
転
し
な
い
の
は
嘆
か
わ
し
い
。
ま
た

無
給
医
の
身
分
の
不
明
確
性
、
こ
れ
に

よ
る
誤
診
の
費
任
の所
在
な
ど
多
く
の

問
題
を抱
え込
ん
で
い
る。
(二
)


